
小特集 マルチメディア内容記述の国際標準MPEGE-7

2 標準化 された技術

2-3 マル チメデ ィア記述

柴 田 賀 昭 †

キ-ワ ー ド メ タデ ー タ,MDS,MPEG-7ス キ ー マ,コ ンテ ンツ 管 理 ,内 容 記 述,要 約 記 述

1. ま え が き

MPEG-7 Part 51)は,Multimedia Description Schemes

(以 後,MDSパ ー トと称す)と 呼 ばれ,こ こで は,MPEG-7

が 規 定 したマルチ メデ ィア コ ンテ ンツ記述 ツール の うち,

Part 3 Visual(本 小 特 集2-1節 を参照),Part 4 Audio(本 小

特集2-2節 を参 照)に 直接含 まれない残 りすべ ての ツール を

規定 している.こ の こ とか らMDSパ ー トは,MPEG-7コ ン

テ ンツ記 述 ツー ルセ ッ トの根 幹 を規定 した もの とみ な さ

れ,Part 3お よ びPart 4で 規 定 されたツールは,MDSパ ー

トで規定 され たコンテ ンツの構造記述 ツール(後 述)に おい

て,コ ンテ ンツの詳細 な特徴 を記述す るための補助 ツール

として位置付 け られてい る.

MDSパ ー トの仕様 書 自体 は700ペ ー ジ以上 に も及ぶため ,

限られた紙面でそれ らすべてをカバーすることは到底でき

ない.そ こで本章では,MDSの 概要紹介,MPEG-7メ タデ

ータの2つ の形態および
,MPEG-7を 用いた具体的なコンテ

ンツの内容記述例とその応用について簡単に紹介する.

2. MDSの 概 要

図1に,MDSパ ー トで規定 され た各種 ツール群の分類 に

基 づ くMDS概 観 図 を示 す.以 下,図1の うち使 用頻度 の高

い と考 え られる ツール群 をい くつか紹介す る.そ の他 の ツ

ールについては参考文献2)な どを参照 されたい
.

2.1 コ ンテ ンツ管理 ツール(Content Metadata)

本 カテ ゴ リーで は,コ ンテ ンツの記録 フ ォーマ ッ トやそ

の品質 などコ ンテ ンツの記録 メデ ィアに関す る情報 を記 述

す るための メデ ィア関連記述 ツー ル(Media),コ ン テ ンツ

† ソニー株式会社 基BSNC B&Pカ ンパニー
"Multimedia C

ontents Description" by Yoshiaki Shibata (Broadband Solutions 

Network Company, B&P Company, Sony Corporation, Kanagawa)

図1　 MDS概 観図

1720(18)
映像 情 報 メデ ィア 学 会 誌 Vol.56, No.11, pp.1720～1725 (2002)



マル チメディア記述

の タイ トル、制作 者,制 作場所 などコ ンテ ンツの制作 に関

す る情報 を記述 す るための制作 関連記 述 ツール(Creation

&Production),そ し て、 コンテ ンツの権 利情報 の記述*1

や コ ンテ ンツへ のア クセス条件 な ど、 コ ンテ ンツの利用 に

関す る情報 を記述 す るた めの コンテ ンツ利用 形態記述 ツー

ル(Usage)が 規 定されている.

2.2 コ ンテ ンツ内容記述 ツール(Content Description)

本 カ テゴ リーでは、 ビデオ、オーデ ィオ,イ メー ジなど,

各 種 マルチ メデ ィア コンテ ンツの物理的、 あるい は論理 的

構 造 を 記 述 す る た め の コ ン テ ン ツ 構 造 記 述 ツ ー ル

(Structure)お よび,コ ンテ ンツが捉 えた世界(Narrative

world)の 意 味内容 を,オ ブジェク ト、 イベ ン トなどの意 味

的実体 と、それ らの相互関係 として記述す るための コ ンテ

ンツ意味 内容記述 ツール(Semantics)が 規 定 されてい る.

こ こで コンテ ンツの構造 記述 にお いて は、 その時空 間分

割要素 を示す セ グメ ン ト(Segment)と い う概 念 に基づ き,

表 現 メデ ィアの種類 に応 じて,AudioVisualSegmentDS

(音声 付 動画 セグメ ン ト),VideoSegmentDS(動 画 セ グメ

ン ト)、MovingRegion DS(動 画 部分 領域 セ グメ ン ト),

StillRegion DS(静 止 画 領域 セグメ ン ト),AudioSegment

DS(音 声 セ グメ ン ト)な どが規 定 され,ま た、そ れ らの 間

の分割(Decomposition)関 係 が厳密 に定義 され ている.例

えば,AudioVisualSegment DS(例 え ば音付 きビデオ)は,

そ れ 自身 に時 間的 に分 割で きるほか,そ のVideoSegment

DS(ビ デ オの映像 のみ)とAudioSegment DS(ビ デ オの音

声 のみ)へ の分割(メ デ ィア分割)も 可能 であるが,Audio

VisualSegment DSを 直 接StillRegion DS(静 止 画)へ 時空間

分割 す ることは許可 されてい ない.こ の ような各種 セグメ

ン ト間の分割 関係 の定 義 をまとめた もの を図2に 示 す.

な お,Part 3お よびPart 4で 規 定 されたツー ルは,構 造

化 された コンテ ンツの内部 にお ける詳細 な視覚 的,聴 覚 的

特徴 を記述す る 目的で,こ れ らコ ンテ ンツ構 造記述 ツール

の構成要素 として利用 されている.

2,3 ナ ビゲー ションおよびアクセスツール(Navigation

&Access)

本 カ テ ゴリーでは、要約 コ ンテ ンツを記述 す るた めの コ

ンテ ンツ要約 記述 ツール(Summaries),信 号 処理結果 とし

ての コンテ ンツの様 々な見 え方 を記述 するための コ ンテ ン

ツビュー記述 ツール(Views),コ ンテ ンツに関す る様 々な

派生 コンテ ンツを記述 するための派生 コンテ ンツ記述 ツー

ル(Variations)が 規 定 されている.

こ こで コ ンテ ンツの要約記述 とは、例 えば ビデオの場合,

そ の 内容 的に重要 な部分 を切 出 してま とめる とい った手続

きを記述 した もので ある.具 体例 と して,本 カテ ゴリーの

ツールの ひ とつ であるSummary DSを 用 いた場合の ビデオ

要約の記述例 を模式的 に図3に 示す.

図3で は,要 約対 象で ある ビデ オの重 要部分がSummary

Segment要 素 に よっ て参 照 され てい る様子 が示 され て い

る.こ こで灰色 の個所 は最重 要部分,ま た黒 い個所 はそれ

に続 く重 要 部 分 を表 して お り,そ れ ぞ れ がSummary

*1 MPBG-7が 規定 しているのは,外 部 にあ る権利情報 記述への参照 ツー

ルである,

図2　 セグメント分割関連図
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SegmentGroup要 素 に よって グループ化 されてい る.こ の

ような記述 デー タを得 るこ とに よ り,時 間的制約があ る場

合 は灰色 部分のみ を連続再 生 し,ま た,さ らに詳細 な内容

を得 たい場合 は,そ れに加 えて黒い部分 も連続 再生す る と

い った柔軟 な ビデ オ要約 を得 る ことが で きる(そ れ故
,本

ツール はHierarchicalSummary DSと 呼 ばれ る).

3. MPEG-7メ タ デ ー タ

MPEG-7に お い ては,す べ てのメ タデー タは<Mpeg7>タ

グで始 まるXML文 書 と して表現 され る*2が,さ らにそれ は

記述単位版 メ タデ ー タ(Description Unit),あ る いは完全

記述版メ タデー タ(Complete Description)の い ずれか に分

類 され る.こ の区別 を与 える仕組み はMDSパ ー トで規定 さ

れている ことか ら,以 下,こ れ らについて説明す る.

記 述単位 版 メタデー タ とは,MPEG-7が 標 準 記述 スキー

ム(DS:記 述 の構造),あ るいは記述子(D:DSの 構 成要素)

と して規 定 した ツールのイ ンス タンス(記 述デー タ)が 単体

で生成 された もので ある.例 として,Visualツ ー ルのひ と

つ であるScalableColor Dを 単 体 で生成 した場合 の記述 デー

タを図4に 示 す.

図4に お い て,<Mpeg7>開 始 タ グ(ル ー ト要素)内 の

xmlns属 性 値であ る"urn:mpeg:mpeg7:schema:2001"

は,URN表 記3)に 基 づ くMPEG-7の 名 前空 間識 別子4)を 表

す.ま た それ に続 く<DescriptionUnit>タ グ は,当 該記述

デー タが記述単位版 メ タデー タで ある ことを示す最上位要

素 である.こ こで,DescriptionUnit要 素 は記述 デー タの中

間 ラッパー と しての役割 を果 た してお り,そ れが持つxsi:

type属 性 値 にMPEG-7が 規 定 した ツー ル(D/DS)の 名 称 を

指定す るこ とに よって,そ の ツール単独 に基 づ く記述 デー

タがDescriptionUnit要 素 内 に展 開 され る.な お図4で は ,

DescriptionUnit要 素 内 にあ るべ きScalableColorDの 内容 モ

デル(タ グ名 と構造 を規定 した もの)に 従 ったXML文 書 が

省 略 されている ことに注 意 されたい.

この よ うな記述 単位版 メ タデー タは,例 えば ,D/DSイ

ンス タンス と対象 コンテ ンツ との関係 が アプ リケー シ ョン

の内部テー ブル として管理 されている場合や,後 述 す る完

全 記述版 メタデー タにおい て,そ の構 成要素 の一部 を変更

あるいは更新 したい場合 な どで利用 される.

記 述 単位版 メ タデー タが単 一 ツー ルのイ ンス タ ンスであ

るのに対 し,対 象 コンテ ンツに関す る完全 な記述 に対応 し

た記述 デー タを完全記述 版 メタデー タと呼ぶ.い ま,静 止

画 に対す る完全記述版 メ タデー タの記述例 を図5に 示す.

図5に お いて,<Description>タ グ は完全記述版 メ タデー

タを示す最上位要素 であ り,そ れが持つxsi:type属 性 の値

によ り,記 述対 象の大 まか な区分 け(図5の 場合 は コンテ ン

ツ実体 に対す る記 述)を 示 して いる.さ らに続 く<Multi-

*2 MPEG-7で はXMLに 基づ くテキス ト記述の他,本 小特集2-4節 で述べ る
バ イナ リー記述 も規定 され てい る.

図3　 Summary DSを 用いたビデオの要 約記述

図4　 記述単位版メタヂータ(ScaiableColor記 述 例)
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mediaContent〉 タグが持つxsi:type属 性 値 によって,そ の

対象 コンテ ンツが静止 画(ImageType)で あ ることを示 し,

続 くImage要 素 内に静止画 の具体的 な記述 デー タが展 開 さ

れ る(図5で は省 略)。

図5で 示 した ように,完 全記述版 メ タデー タにおいて は,

そ の上位 要素 にお いて記述対象 の分類 を指定 している.こ

こでは コンテ ンツ実体 に対 す る記述例 を示 したが,そ の他

に要 約 記 述 や モ デ ル 記述 な どの コ ンテ ンツの 抽 象 記 述

(Description要 素 のxsi:type属 性 値 にそれぞ れSummary

DescriptionType,Mode1DescriptionTypeを 指 定)や,メ

デ ィアや制作 関連 記述 な どの コ ンテ ンツの管理 記述(同,

MediaDescriptionType,CreationDescriptionType)が 記

述対象の分類 と して規定 されている.

4. MPEG-7に 基づ くマルチメディア記述例

最後に,MPEG-7を 用いたマルチメディアコンテ ンツ記

述の具体例 とその応用について,ニ ュース番組の構造記述

を例に説明する。

4.1 MPEG-7に 基づ くニュース番組の構造記述

一般に,ひ とつのニュース番組 は複数のニュース項 目か

ら構成される.そ して各ニュース項 目においては,導 入部

としてアナウンサによりそのニュース項 目の背景および概

要が簡単に紹介され,そ の後,当 該ニュース項 目を具体的

に説明するための,例 えば現地特派員による状況説明や関

係者のインタビューなどが続 く。このモデルに従った場合,

ショット検出技術を用いてあるニュース番組をショット分

割 し,各 ニュース項 目の導入部に相当する定期的に発生す

るアナウンサの類似 ショット(以後,こ れをアンカーシ ョ

ッ トと呼ぶ)に 着 目す ることで,そ のニュース番組に含 ま

れる各ニュース項 目の開始点,す なわちニュース番組の構

造を同定することがで きる。図6に,こ のようにして得 ら

れたニュース番組の構造を,各 ショットの代表フレームを

用いて図示 した様子を示す.

この ようにニュース番組の構造が同定 された場合,こ れ

はMPEG-7を 用いて図7の ように記述される。

図7に おいて,2～4行 目はこの記述デー タが映像音声 コ

ンテンツの実体に対する完全記述版メタデータあることを

示 している、それに続 くAudioVisual要 素は対象ニュース

番 組の全体 を表 し,5行 目のMediaLocator要 素 にお いて,

例 えばURLを 用 い た対 象 ニュー ス番 組(フ ァイル)へ の参

照 を,続 く6～9行 目のMediaTime要 素 にて,そ の開始 タイ

図5　完全記述版メタデータ(静 止画記述の場合)

図6　 典型的なニュース番組の構造

図7　 MPEG-7に 墓つくニ ュース番 組の構造 記述例.
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ム コー ドお よび全体 の所要時 間を記述 している.

そ の後,10行 目 のTemporalDecomposition要 素 に よ り,

対 象 ニュース番 組が番組 の導入部(Introductionltem)を 先

頭 に,複 数のニ ュース項 目(NewsItem)へ 時 間分割 され る

こ とを記述 して いる.こ こで分割 された各ニ ュース項 目も

また 音 声付 動 画 セ グメ ン トで あ る こ とか ら,そ れ らは

AudioVisualSegment DS(AudioVisualSegment要 素)に 基

づ いて記述 され る.な お,各 分割 セグメ ン トの役割 を示す

StructuralUnit要 素 の値 は,予 め定 め られた制限用語 に、基

づ くものであ る*3.ま た 各時 間分割 セ グメ ン トは ,そ れぞ

れ対象 ニュース番組 内の時 間軸上 での開始 タイム コー ドお

よび所要時 間を持つ.

図7中22行 目のTemporalDecomposition要 素 は,各 ニ ュ

ース項 目が さ らに音声付 動画 セグメ ン トと しての シ ョッ ト

へ と時間分割 され る様子 を示 してお り
,そ の結果が23～28

行 目,29～34行 目 と続 くAudioVisualSegment要 素 として

記述 され ている.な お,各 シ ョッ トに含 まれ るStructural

Unit要 素 もまた,そ れぞれの シ ョッ トの役 割 を記述 してお

り,先 述 のモデ ルに従 い24～26行 目では,最 初 のシ ョッ ト

が ア ンカー シ ョッ トである ことを示 してい る.な お各 分割

シ ョッ トにおいて は,上 位 分割 セグメ ン トと同様,そ の開

始 タイムコー ドお よび所要時 間が記述 されている.

と ころで,図7で 示 した ようなニュース番組 の構 造記述デ

ー タの生成 にあた り
,本 節 の冒頭 では,対 象 とす るニュー

ス番組がす で に録画済 みデー タで ある との仮定の下 ,シ ョ

ッ ト検出技術や(定 期的 に出現す る)類 似 シ ョッ トの抽 出技

術 を用い ること前提 として きたが,本 小特集 の第1章 で説明

されている ように,MPEG-7で は その生成方法 を何 ら規定 し

てい ない.す なわ ち,例 えばニ ュー ス番組 の制作段 階にお

いて,新 たなニ ュース項 目へ 進む際 の収録現場 での キュー

や映像切替 え時 のス イッチ ャの タリーデータ(映 像切 替えを

示 すデー タ),さ らには編集時の カッ ト情 報な どを まとめて

管 理す るこ とがで きれ ば,こ れ を番組送 出時の タイ ムコー

ドと関連付 けるこ とで,図7で 示 した ような構造記述 データ

を リアルタイムで生成す ることも可能である と思われ る.

4.2構 造 記述 データの応 用

さて,図7で 示 した よ うな構 造記述 デ ー タが 一旦得 られ

たな らば,そ れは様 々な応用 に用 いる ことが で きる .簡 単

な例 で は,図6で 示 した ような,当 該構 造記述 デー タに基

づ く対 象ニ ュース番組構 造の ビジュアル表示 に基づ くニ ュ

ース番組 の"目 次"の 作成
,ま た,こ れを用 いた所 望ニ ュー

ス項 目へ の高速 アクセスな どで ある .さ らに,映 像 アー カ

イブに保 存 され るすべ てのニ ュース番組 にこの よ うな構 造

記述 デー タが付加 されていれ ば,例 えば,日 々放 映されて

いる当該 ニュース番組 の各放 映 日の トップニュース(多 く

の場合,こ れは最初 に 出現 され るニ ュース項 目で あろ う)

の み を集 めた新 た なコ ンテ ンツを自動 的に作 成す る ことも

可能 となる.

以 下 ではその応用 の具体例 のひ とつ と して,当 該構造 記

述デー タを用 いたニ ュース ダイジェス トの 自動生成 につい

て述べ る.

先 述 した ように,一 般 にニュース番組 では,各 ニュース

項 目のア ンカー シ ョッ トにおい て,当 該 ニ ュース項 目の背

景お よび概 要が簡単 に紹 介 され る.こ の ことか ら,各 ニ ュ

ース項 目か ら先頭 のア ンカー シ ョッ トのみ を切 出 して時間

軸上 に並べ ることで,そ のニ ュー ス番組全 体の 内容 を簡単

に描写 したニ ュー スダイ ジ土ス トを 自動 的 に生成す る こと

がで きる5).

い ま,こ の ようにして得 られ るニ ュース ダイジェス トを
,

2章 で紹介 したSummary DSに 基 づ いて記述 した例 を図8に

示す.

図8で は,SummaryDSの 特 にHierarchicalSummary DS

に従 ったニュース ダイジェス トの記述 デー タが,記 述単位

版 メタデー タ として生成 され た場 合 を示 して いる(図8の2

～3行 目 を参 照 の こ と)
.図8に お い て6行 目のSource

Locatorは,対 象 とす るニ ュース番組 へ の参 照 を示 してお

り,こ れ は,図7の5行 目のMediaLocator要 素 の値 と同 じも

のであ る.ま た8～9行 目のSummaryTheme要 素 では ,こ

の要約のテーマ(ニ ュース ダイジェス ト)を 与 えている .

当 該 ニュー ス番組 か ら切 出 された ア ンカー シ ョッ トは ,

ま とめて11行 目のSummarySegmentGroup要 素 内 に記述 さ

れる.す なわち,当 該要素 に含 まれる12～21行 目お よび22'

*3こ こで は"IntroductionItem"
,"NewsItem"な どの 用 語 が コ ン テ ンツ構

造 上 の 同 レ イヤ ー に属 す る こ と を,例 え ばClassificationScheme DSに

基 づ く制 限 用 語 と して階 層 的 に定 義 さ れ て い る も の と仮 定 した .

図8　 MPEG-7に 墓つ くニュースダイジ ェス トの記述例
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～31行 目のSummarySegment要 素 は ,そ れぞれ最初 お よ

び2番 目のニ ュー ス項 目にお けるア ンカー シ ョツ トを表 し

てい る.な お,各 ア ンカー シ ョツ トにおい ては,そ の名前

お よび対 象 ニュー ス番 組 内の時 間位 置がそ れぞれ,Name

要 素,KeyAudioVisualClip要 素 内のMediaTime要 素 で記述

されてい る.

な お,図8に 示 した ようなニ ュース ダイジェス ト記述 デ

ー タは
,図7が 示 す構 造記述 デー タ を入力 とした専 用 ツー

ル な どで生成 され る他,XSLT(eXtensible Stylesheet

Language Transformations)6)を 直 接適用 して生成す る こ

とも可 能である.

ま た本例 では,予 め定 め られ たシ ョッ ト分類 に基づ いて

ニュース ダイ ジェス トを生成 す る例 を示 したが,MPEG-7

で は テ キ ス ト注 釈 に 関 して も 自由書 式 ツー ル に加 え,

5W1Hの 制 限用 語 に基 づ くツールや テキス ト文 の文 法構造

を考慮 した ツール な ど,豊 富 な ツール群 を準 備 してい る.

こ れ よ り例 えば,ア ナ ウンサが読 み上げ るスク リプ トをテ

キス ト注釈 記述 として導入す るこ とで,よ り深 い内容 に基

づい たニュースダイジェス トの生成 も可能であ る.さ らに,

コ ンテ ン ツ構 造記 述 ツ ー ルの 内 部 に定義 され たPart3

Visualお よ び/あ るい はPart 4 Audioの ツ ール を駆使 すれ

ば,映 像 が捉 えるオブ ジェク トの色,形,動 きや,音 声 情

報 と してのテーマ音 楽,発 話音 な どに基づい たシ ョッ トの

分類や特定個所 の切 出 しも可 能 となる.

5. む す び

本節 では,MDSの 概 要 を紹介 したあ と,MPEG-7メ タデ

ー タの2つ の形態 につ いて説 明 し,最 後 にMPEG-7メ タデー

タの記述例 お よびその応用 を,ニ ュース番組の論理構 造記

述 を例 に挙げ て紹介 した.

MPEG-7は ま だ標 準化 が完了 した ばか りで あ り,他 方 で

標準化 の過程 におい て広範 囲のア プ リケー シ ョンをサ ポー

トすべ く膨大 な数の ツールが規定 され たこ とか ら,現 在で

は特定用途 あるい は特定 アプ リケー シ ョンに向けて,こ れ

らの ツー ルを どうや って使 ってい くべ きか の議論 が専門家

の間で精力 的 に進 め られ ている.今 しば ら くはMPEG-7の

有効 な利用法 についての探索 が続 くと予測 されるが,近 い

将来に は,こ れ まで とは打 って変 わったマ ルチ メデ ィア コ

ンテ ンツの様 々 な検索 ア プ リケー シ ョンが,MPEG-7の 利

用によって実現 される もの と期待 される.

(2002年6月28日受付)
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